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ま
ま
、
同
じ
税
金
を
払
っ
て
い
な
が
ら
、
三

島
市
政
か
ら
無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
。 

例
え
ば
大
場
川
支
流
に
か
か
る
上
之
橋

は
狭
く
て
車
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
幅
し

か
な
く
、
重
量
も
２
ト
ン
ま
で
。
人
と
車
が

す
れ
違
う
こ
と
も
出
来
な
い
。
伊
豆
佐
野
と

裾
野
を
結
ぶ
重
要
な
橋
で
、
交
通
量
も
か
な

り
多
い
。
地
元
の
人
達
は
三
〇
年
も
前
か
ら

架
け
替
え
に
よ
る
拡
幅
を
要
望
し
て
い
た

が
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
。 

              

ま
た
、
萩
ケ
窪
と
佐
野
を
結
ぶ
市
道
１
号

線
は
何
十
年
も
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
道
幅
も

狭
く
車
道
と
歩
道
の
区
別
も
無
く
、
お
年
寄

り
や
子
供
に
と
っ
て
は
危
な
い
道
と
な
っ

て
い
る
。
市
側
は
お
金
が
無
い
と
い
う
が
、 

私
立
幼
稚
園
に
通
う
「子
育
て
世
代
」へ
の 

就
園
奨
励
金
カ
ッ
ト
問
題 

 
 
 
 
 
 

有
志
に
よ
る
署
名
運
動
を
実
施 

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
日
本
の
各
地
で
は
子
供
の
数
が
減
り
、
小
・
中
学
校
は

空
き
教
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
国
を

挙
げ
て
取
り
組
む
課
題
で
も
あ
り
、
各
自
治
体
は
そ
の
為
の
具
体
策
を
さ
ま
ざ
ま
に

打
ち
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
島
市
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
私
立
幼
稚
園
に
通

う
家
庭
へ
の
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
時
代
に
逆
行
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

▼
一
九
四
七
年
、
五
月
三
日
、 

敗
戦
の
苦
渋
の
中
か
ら
、
日
本
国 

憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら 

六
〇
年
、
昨
年
秋
、
小
泉
首
相
の 

後
を
継
ぎ
、
憲
法
改
正
を
最
重
要 

課
題
と
す
る
安
倍
首
相
が
誕
生
。 

彼
の
祖
父
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
岸
信

介
元
首
相
だ
。 

▼
岸
信
介
は
戦
前
、
満
州
で
権
力
を
握

り
、
そ
の
後
東
條
内
閣
で
商
工
大
臣
。
戦 

後
に
Ａ
級
戦
犯
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。 

ア
メ
リ
カ
の
戦
後
方
針
が
冷
戦
の
中
で

反
共
に
転
換
し
た
こ
と
か
ら
不
起
訴
と

な
り
、
公
職
追
放
を
解
除
さ
れ
た
。
そ
の

後
、「
自
主
憲
法
制
定
」、「
自
主
軍
備
確

立
」、「
自
主
外
交
展
開
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、「
日
本
再
建
連
盟
」
を
設
立
。
昭
和
28

年
、「
自
由
党
」
公
認
候
補
と
し
て
衆
議

院
選
挙
に
当
選
。
右
翼
と
結
び
、
抜
け
目

な
く
中
央
舞
台
へ
進
ん
だ
。 

▼
昭
和
29
年
、
吉
田
首
相
の
「
軽
武
装
、

対
米
協
調
」
路
線
に
反
発
し
、
自
由
党
を

除
名
さ
れ
る
が
、「
日
本
民
主
党
」
を
結

成
し
、
幹
事
長
に
就
任
。
そ
の
後
、
鳩
山

一
郎
や
三
木
武
吉
ら
と
共
に
、
自
由
党
と

民
主
党
の
保
守
合
同
を
主
導
。
昭
和
30

年
に
新
た
に
結
成
さ
れ
た
自
由
民
主
党

の
初
代
幹
事
長
に
就
任
し
た
（
同
年
に
は

左
右
両
派
に
分
裂
し
て
い
た
日
本
社
会

党
が
再
び
合
同
し
、
い
わ
ゆ
る
「
55
年

体
制
」
が
出
来
上
が
っ
た
）。
57
年
首
相

に
就
任
、
60
年
日
米
安
保
条
約
を
締
結
、

反
安
保
の
国
民
的
盛
り
上
が
り
の
中
、
退

陣
。
政
界
引
退
後
も
影
響
力
を
持
ち
続

け
、「
昭
和
の
妖
怪
」
と
呼
ば
れ
、
統
一

教
会
や
児
玉
誉
士
夫
と
の
密
接
な
関
係

が
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。（
ウ
エ

ッ
ブ
百
科
事
典
参
考
） 

▼
「
戦
後
体
制
か
ら
の
脱
却
」
と
し
て
改

憲
を
掲
げ
て
登
場
し
て
き
た
安
倍
首
相

の
原
点
は
何
か
、
押
し
つ
け
憲
法
論
を
展

開
し
、
改
憲
の
持
論
を
ぶ
ち
上
げ
る
彼
の

影
に
は
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
、
岸
信
介
の

実
像
が
透
け
て
見
え
る
。
ま
た
、
彼
の
唱

え
る
「
美
し
い
国
日
本
」
の
響
き
の
中
に
、

再
び
皇
国
日
本
を
甦
ら
そ
う
と
す
る
不

気
味
な
気
配
を
感
じ
る
の
は
考
え
過
ぎ

だ
ろ
う
か
。 

間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

た
し
か
に
、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ

る
過
程
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
果
た
し
た
役
割
は
大

き
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
案
は

鈴
木
安
蔵
と
い
う
日
本
人
作
成
の
憲
法
案

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
映
画

は
事
実
を
持
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

     

決
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
勝
手
に
作
っ
た
押
し
付

け
憲
法
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

鈴
木
安
蔵
は
、
百
二
十
年
前
の
明
治
初

期
に
、
自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
の
一
人

だ
っ
た
植
木
枝
盛
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。 

彼
は
軍
国
主
義
体
制
の
中
で
不
当
に
弾
圧 

さ
れ
つ
つ
も
、
在
野
の
立
場
で
戦
後
た
だ

ち
に
「
憲
法
研
究
会
」
を
結
成
し
、
学
者

と
し
て
「
憲
法
草
案
要
綱
」
を
作
成
発
表

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
日
本
の
自
由
民
権

運
動
、
労
働
運
動
、
社
会
主
義
運
動
の
研

究
と
成
果
を
踏
ま
え
た
近
代
的
立
憲
主
義

憲
法
草
案
そ
の
も
の
だ
っ
た
。 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
当
時
の
保
守 

的
な
、
明
治
憲
法
と
ほ
と 

ん
ど
変
わ
ら
な
い
政
府
草 

案
に
対
し
て
、
鈴
木
等
の 

「
憲
法
草
案
要
綱
」
の
存 

在
と
価
値
を
高
く
評
価
し
た
。
政
府
草
案 

採
用
拒
否
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
示
す
中

で
、
鈴
木
等
の
「
憲
法
草
案
」
を
取
り
入 

れ
、
こ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
と
し
て
、
日
本 

国
民
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
真 

相
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
二
七
日
、 

三
島
文
化
会
館
で 

映
画
「
日
本
の
青 

空
」
を
見
た
。
監

督
は
大
島
豊
（
七
一
歳
）。
内
容
は
日
本
国

憲
法
誕
生
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
た
劇
映

画
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
憲
法
誕
生
の
内 

幕
に
、
そ
う
だ
っ
た
の
か 

と
い
う
思
い
で
引
き
込
ま 

れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
憲
法 

は
自
民
党
の
一
部
の
人
達
か
ら
「
押
し
付

け
憲
法
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て

き
た
。
だ
か
ら
「
自
主
憲
法
制
定
を
」
と

い
う
主
張
や
改
憲
の
動
き
の
中
で
、
今
、

そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
映
画
を
見
れ
ば
、。
そ
れ
ら
の
考
え
が 

 

押
し
付
け
憲
法
で
あ
っ
た
の
か
？

伊豆佐野は三島の辺境か！ 
――何年も放置された生活基盤―― 

伊豆佐野の上之橋（裾野との境） 

 

三
島
市
伊
豆
佐
野
は

三
島
市
の
最
北
端
、
裾
野

と
接
す
る
農
業
中
心
の

集
落
。
芙
蓉
台
か
ら
は
一

山
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
知
ら
な
い
人
は
裾
野

と
間
違
え
る
こ
と
も
あ

る
。
畑
や
田
ん
ぼ
が
続
く

の
ど
か
な
田
園
風
景
は

一
昔
前
の
日
本
の
情
景

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。 

都
会
か
ら
一
足
踏
み
入

れ
る
と
ホ
ッ
ト
し
た
気

分
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
地
元
の
人
達

は
決
し
て
そ
ん
な
の
ん

気
な
こ
と
を
言
っ
て
は

い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で

長
い
間
、
三
島
の
市
政
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
き
た

か
ら
だ
。 

伊
豆
佐
野
は
都
市
計

画
法
で
い
う
「
市
街
化
調

整
区
域
」
に
指
定
さ
れ
住

宅
建
設
や
開
発
行
為
等

が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
せ
い
で
も
あ
る
ま
い

が
、
こ
れ
ま
で
道
路
や
側

溝
は
殆
ど
放
置
さ
れ
た

そ
れ
は
、
財
政
の
割
振
り
の
問
題
だ
。 

農
業
中
心
の
集
落
と
い
っ
て
も
、
多
く
の 

農
家
は
後
継
難
で
、
農
業
の
継
続
も
難
し
い

家
が
多
い
と
聞
く
。「
市
街
化
調
整
区
域
」

が
重
く
の
し
か
か
り
、
こ
の
先
、
伊
豆
佐
野

の
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く

の
か
、
三
島
市
政
の
責
任
あ
る
人
達
は
、
こ

れ
以
上
無
視
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。 

せせらぎ事業は何だったのか？ 
三島市は湧水の復活をめざせ！ 

   「

 

私
立
幼
稚
園
保
護
者
へ
の
就
園
補
助
金

は
、
平
成
十
三
年
に
私
立
幼
稚
園
協
会
と

保
護
者
か
ら
の
請
願
を
受
け
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。
今
回
カ
ッ

ト
さ
れ
た
の
は
、
市
単
独
の
事
業
で
、
私

立
幼
稚
園
に
通
う
家
庭
の
園
児
一
人
に
付

き
、
年
２
万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て

い
た
分
だ
。 

関
係
者
に
よ
る
と
、
市
側
の
態
度
は
、

あ
た
か
も
高
額
所
得
者
だ
か
ら
仕
方
な
い 

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
、
し
か
も
今
回
の
カ

ッ
ト
は
、
何
の
事
前
説
明
も
無
く
突
然
実

施
さ
れ
、
保
護
者
や
関
係
者
は
大
変
驚
い

て
い
る
。
市
側
に
問
い
質
し
、
市
長
に
面

会
を
求
め
て
説
明
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
小

池
市
長
は
、
就
園
奨
励
金
を
廃
止
に
し
て

浮
い
た
お
金
を
、
不
妊
治
療
費
助
成
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
増
設
の
費
用
に
あ
て 

る
と
い
う
回
答
だ
っ
た
と
の
こ
と
。 

保
護
者
や
幼
稚
園
関
係
者
は
こ
の
よ
う
な

市
の
や
り
方
に
納
得
し
て
お
ら
ず
、
就
園

奨
励
金
と
不
妊
治
療
費
助
成
の
性
格
は
余

り
に
も
異
な
っ
た
も
の
で
、
一
方
を
削
っ

て
他
方
に
回
す
の
は
お
か
し
い
と
訴
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
市
の
あ
り
方
か
ら
し 

て
も
、
今
回
の
決
定
が
余
り
に
唐
突
で
問

題
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
、
市
の
姿
勢

を
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
為
、現
在
、

署
名
運
動
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。 

金
一
千
七
百
万
、
残
り
が
一
般
財
源
か
ら
。 

こ
れ
ま
で
国
土
交
通
大
臣
賞
や
都
市
景
観

大
賞
な
ど
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
と
市

当
局
者
は
胸
を
張
る
。 

し
か
し
、
市
中
心
部
に
多
額
の
お
金
を

投
入
し
、
周
辺
部
と
の
格
差
が
広
が
る
ば 

か
り
だ
と
の
声
も
聞
く
。 

ま
た
、
こ
の
事
業
の
中
心
、
源
兵
衛
川

の
水
は
、
東
レ
三
島
工
場
の
冷
却
排
水
を

ヒ
ュ
ー
ム
管
で
楽
寿
園
に
流
し
て
、
本
来

の
湧
水
で
は
な
い
と
い
う
。 

三
島
市
は
昭
和
40
年
、
東
レ
の
汲
み

上
げ
に
よ
る
地
下
水
減
少
に
伴
い
、
三
島

南
部
の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

事
業
費
二
二
七
一
万
円
支
出
し
て
東
レ

排
水
を
毎
秒
１
㌧
源
兵
衛
川
に
流
す
工

事
を
行
っ
た
。 

本
来
、
観
光
な
ど
で
三
島
の
水
を
売
り

に
す
る
な
ら
、
湧
水
を
復
活
さ
せ
楽
寿
園

小
浜
池
を
名
勝
・
天
然
記
念
物
と
し
て
機

能
さ
せ
る
措
置
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業

は
、
平
成
八
年
度
の
三
島

商
工
会
議
所
50
周
年
事
業

の
関
連
か
ら
始
ま
っ
た
。 

そ
の
目
的
は
、
市
中
心
街

に
あ
る
歴
史
、
文
化
、
水
辺

や
緑
の
自
然
環
境
を
活
用

し
、
周
辺
を
快
適
な
空
間
に

作
り
上
げ
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
の
居
住
人
口

や
観
光
客
を
増
加
さ
せ
、
商

業
等
の
活
性
化
に
よ
り
、
元

気
な
三
島
と
す
る
と
の
こ

と
。 

 

整
備
期
間
は
平
成
13
年

度
～
17
年
度
。
総
事
業
費

は
約
十
三
億
七
千
万
円
。 

そ
の
内
、
県
補
助
金
は
約
三

億
六
千
万
、
起
債
（
市
の
借

金
）
八
億
三
千
万
、
国
交
付 

小出正吾先生生誕１１０年記念講演会 
並びに総会と懇親会のご案内 

三
島
の
生
ん
だ
児
童
文
学
者 

小
出
正
吾
生
誕
一
一
〇
年 

記
念
講
演
会
の
お
知
ら
せ
！ 

 

日
時 

五
月
二
六
日
（
土
） 

 
 

午
後
1
時
か
ら
総
会 

 
 

午
後
1
時
40
分
か
ら 

記
念
講
演
会 

講
師 

東
京
学
芸
大
学 

名
誉
教
授 

 
 
 
 
 

根
本
正
義
氏 

 

「
小
出
正
吾
と
国
語
教
育
」 

 
 

午
後
14
時
50
分
～ 

 
 
 
 

16
時
50
分 

 
 
 
 

懇
親
会 

会
場 

三
島
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

別
館
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
） 

会
費 

５
０
０
０
円 

 
 
 

（
講
演
会
の
み
は
無
料
） 

問
合
せ 

三
島
市
中
央
町
八
の
八 

 
 

山
口 

九
七
一
‐
三
三
四
八 

三
島
市
谷
田
塚
の
台
一
五
八
五
の
三 

鷲
見 

九
七
五
‐
一
七
五
八 


